
新発売 ファイバーグルーヘアカラー
〜ボンディング技術で進化するヘアカラー〜
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繰り返しの施術や加齢・酸化ダメージ等により、毛髪内部 の
水素結合・イオン結合が乱れ、システイン酸の発生も 含めて
髪は弱く扱いにくくなります。 そこで、これらの結合に着目
した新発想の補修・強化 テクノロジーを採用。ボタニカルボ
ンディング成分の ジカルボン酸（酒石酸・リンゴ酸・コハク
酸）が内部から 結合をサポートし、髪の強度を高めます。
さらに表面にはうるおいを閉じ込める“ファイバーベール”を
形成し、ツヤ・色持ち・なめらかな手触りをキープします。



フィブリルが乱れた状態
ダメージにより、フィブリル
間の結合が切断される。 フィブリルが整った状態

ボンディング成分がフィブリル間の隙間
に入り込み、結合の再構築を促進。

3

ボタニカルボンディングとは？～内部補修～

「ボンディング（bonding）」とは、髪の内部（結合＝ボンド）を補修・強化し、ダメージを受けた髪の

強度としなやかさなど、美しさを保つ技術です。

繰り返される施術ダメージやエイジングによって
切断される、ケラチンタンパク質（フィブリル）間
の結合に着目

キューティクル

コルテックス

マクロフィブリル

ミクロフィブリル

フィブリル
（α-ケラチン）

3つのボタニカル ボンディング成分
（ 酒石酸・リンゴ酸・ヤグルマギクエキス）
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ファイバーベールとは？ ～毛髪表面の保護～

＊塩化トリメチルアンモニオヒドロ キシプ ロピル 水解ケ ラチン 液 ・（ 加水分 解
シルク／ＰＧ－プロピルメチルシラ ンジオ ール） クロス ポリマ ー ・シ ア脂

「ファイバーベール」とは、毛髪表面にファイバーポリマーが均一に毛髪をコーティングすることで

す。内部に浸透した補修成分を閉じ込めるとともに、指通りの良い仕上がりへ導きます。

約34.4％色落ちを解消

ファイバーグルーヘアカラー 自社既存品

染色直後 30回洗浄後 染色直後 30回洗浄後

ファイバーベール ファイバーベールなし あり

褪色が多い

褪色が少ない
シルクPPT由来の多機能性ハイブリッドポリマー
毛髪表面を均一にコーティングすることで、褪色を抑え
る

ファイバーベール成分＊がキューティクルをコーティングしている図



ボタニカルボンディング × ファイバーベールの掛け合わせの利点

フィブリル間の結合強化
• 水素結合の補強

キューティクルの皮膜形成

•
• コンディショニング
•イオン結合の補強 ツヤ・滑らかさ

ボタニカルボンディング
内部強化

ファイバーベール
表面コーティング

補修成分の保持
仕上がりの質感向上

発色・色持ちの向上
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頭皮をいたわる植物エキス配合

ヘアカラー剤のアルカリ成分や酸化染料、過酸化水素等によって引き起こされる
ダメージから頭皮を保護し、いたわる植物エキスを配合しました。
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●コンフリーエキス

厳選したハーブエキスが頭皮環境を整えて、健やかに保ちます
●タイムエキス（保湿・保護） ●ノバラエキス（保湿・保護）
●ローズマリーエキス（保湿・保護）

（保湿・保護）
コンフリー(学名：ヒレハリソウ)はヨーロッパ原産の多年草であり、
歴史上では、炎症や骨折に対して薬草として利用されてきた。



ファイバーグルーヘアカラー
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2026年春発売予定 ファッションカラー構成
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コントロール

※本広告に記載の製品ラインナップは2026年の発売を予定している
ものであり、実際の発売時には予告なく変更となる場合があります。
あらかじめご了承ください
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ファッション
サンド
ベージュ

プラチナベー
ジュ シルバー ブルーアッシュ ピンク ブルー レッド オレンジ イエロー グリーン ダークバイオレット


